
比較文化学部カリキュラムツリー

　ディプロマ・ポリシー（DP）　凡例

DP1:　＜知識および技能＞　比較文化学の学修で獲得した日本文化と異文化についての専門知識と外国語運用能力を活用し、国際化が進む世界に貢献していく能力。

DP2　＜思考力・判断力・表現力等＞　演習での討論や卒業論文の執筆を通して養った思考力や表現力によって、多文化共生社会に求められる新たな文化を創造し、発信していく能力。

DP3　＜主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度＞　自他の文化比較によって深めた異文化理解や他者理解を基盤に、主体的に多様な人々と協働しながら問題解決をはかっていく能力。

履修の流れ 科目（群）とディプロマ・ポリシー（DP）との関連

国際理解（海外研修）I,II,III,IV,V ※海外研修経験に応じて単位を付与 （全学共通科目DP1)

英語 IA,IB,IC,ID 英語 IIA,IIB,IIC,IID,IIIA,IIIB

第二外国語 I,II,III,IV
（ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語、

スペイン語、ロシア語から選択）

第二外国語 V,VI
（I,II,III,IVの継続）
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全学共通科目 諸科目 ※大妻女子大学全学共通科目のディプロマ・ポリシー（DP）に対応 （全学共通科目DP1,DP2,DP3）
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言語と比較文化／比較文学論（方法と実践）

比較文学論（テーマと考察）／比較演劇論（古典）／比較演劇論（近現代）

言語科学入門／国際政治経済論
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門
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アジア文化コース／アメリカ文化コース

／ヨーロッパ文化コースのうち１つを専攻、

コースと学びたい分野に合わせた

○研究入門

○文化研究

○言語セミナー（右）

を通じて各地域の理解と比較文化に役立てる

研究入門（全18科目から選択） 文化研究 （全30科目から選択）

言語セミナー ※各自が選択したコースと第二外国語にもとづいて、以下の科目から選択

英語セミナー（理解、表現、総合、発展の4科目）／フランス語セミナー（理解、表現、総合、発展の4科目）

ドイツ語セミナー（理解、表現、総合、発展の4科目）／中国語セミナー（理解、表現、総合、発展の4科目）

各自の文化コースそして各自が関心を持った

テーマにかかわる学びを深め、卒業論文の完成

に役立てる

比較文化演習（3年ゼミ）

※副ゼミ選択可 比較文化セミナー（4年ゼミ）

卒業論文

諸外国との国際交流（アジア圏、アメリカ圏、ヨーロッパ圏、オセアニア圏） ※海外研修経験に応じて単位を付与

(全学共通科目の語学は全学共通科目DP2,DP3)

都市文化論／日韓関係論／日中関係論／日米関係論／日欧関係論

イスラムの社会と文化／ロシア・東欧事情／口承文芸と民間信仰／多民族・多文化社会
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DP2

DP3
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DP1, DP3

DP1

国家と民族

表象文化論

比較社会論

日本の歴史と風土／日本の社会と民俗／日本の思想と宗教

日本の美術／日本の近代化と世界／文化交流論／国際関係論


